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ウェブ折損部

・写真１に示す様にブレード３枚中1枚が全長の根元から約１/５付近で折損しました。

・ナセルおよびローターカバーには、折れ曲がったブレードが衝突したと思われる凹みが

ありました。

・先端から20ｍ～25ｍの位置にみられた部材の欠損および灰色化は、ブレードが折れ

曲がりナセルと衝突した痕跡と推測されます。成分分析でもナセル材質であるアルミが

多く検出されました。

３）ブレードの損傷状況３）ブレードの損傷状況３）ブレードの損傷状況３）ブレードの損傷状況

２．推定原因２．推定原因２．推定原因２．推定原因

写真１落雷時の映像（2013.11.20, 21：38：31）

先端部(ｱﾙﾐ鋳物)

灰色化（リーディングエッジ側）

ウェブ折損部

・先端から5.2ｍの位置にはアルミ導体の溶損がみられたため、この位置から雷電流ガ突入

したものと推測しました。

・ピーク電流値４５ｋA(推定継続時間:６３msec)の冬季雷落雷が主原因と考えます。

・ブレードの先端から5.2ｍのリーディングエッジに落雷を受け、被雷部に損傷(亀裂等)が

生じたと推定します。

・その後の20分間の継続運転で損傷が徐々に拡大し、折損に至ったものと推定します。

（風車メーカーも同様の見解です。）

３．対　策３．対　策３．対　策３．対　策

灰色化

（斜線部は欠損のため推定）

A - A

カッターで切断した部分

（風車メーカーも同様の見解です。）

1) 1) 1) 1) 応急対策応急対策応急対策応急対策

・雷接近検出器による風力発電機の停止措置を行います。今回の事故は、落雷直後にブレード

が折損したものではなく、その後の継続運転により折損に至ったものであるため、雷接近時

には運転を停止し問題が無ければ再開する措置により、損傷の拡大を防止できると考えます。

これにより運用面からの安全性の向上を図ります。

具体的には、冬季間(～3/31)雷接近検出を管理者に電話発報し、それを受けて管理者が

手動で風車を停止させます。

２２２２) ) ) ) 恒久対策恒久対策恒久対策恒久対策

灰色化（トレーディングエッジ側）

アルミ導体焦げ跡

折損位置

40mm40mm40mm40mm

3333㎜㎜㎜㎜

14141414㎜㎜㎜㎜

4444㎜㎜㎜㎜

２２２２) ) ) ) 恒久対策恒久対策恒久対策恒久対策

・公衆の接近防止のため、風力発電機から半径２５０ｍ付近に侵入禁止柵と注意看板を設置

しました。

・ブレードおよび導体の目視点検４回/年を実施継続します。

（ブレードの目視点検は望遠レンズを用いて行います）

・落雷による事故および損傷拡大を防止する目的で、冬季(11/1～3/31)において一定規模

以上の落雷を検知して風車を自動停止するシステムの設置を検討します。

(点検を行い異常がなければ運転再開します。)

・風力発電機の構造的対策として、日本海側の巨大冬季雷に耐えうるような耐雷性の向上を

メーカーに申し入れております。今後､ブレード内部導体系の改良(サージインピーダンス

の低減)を進める方針です。

溶損あり

の低減)を進める方針です。
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